
岩
木
山
の
裾
野
か

ら
白
い
影

が
消
え
失
せ
る
と
、
春
と
初
夏

が

一
緒
に
や
っ
て
来
ま
す
。
 

花
も
若
葉
も
噴
き
出

す
よ
う
に

や
っ
て
く
る
の
で
す
。
 

長
く
き
び
し
い
冬
か
ら
解
放

さ
れ
た
小
鳥
た
ち
は
も
う
じ
つ

と
し
て
お
ら
れ
な
く
、
東
の
空
 

ー
の
ぼ

る
陽
を

待
ち

か
ね

n
 

ぎ
出
し
ま
す
。
 

小
鳥
の
さ
え
ず

り
に
人
々
の

目
覚
め
も
早
く
、
朝
食
前
の
運

動
も
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。
 

体
操
、
散
歩
、
な
わ
飛
び
、

マ

ラ
ソ
ン
、
い
ろ
い
ろ
さ
ま
ざ
ま

見
ら
れ
ま
す
。
 

さ
あ
さ
あ
今
年
か
ら
、
こ
ど

も
、
年
寄
り
誰
に
で
も
で
き
る

運
動
で
き
ま
し
た
。
そ
の
名
は

ト
リ
ム
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
、
は
じ

め
て
聞
い
た
名
前
で
す
。
 

五
月
の
風
も
さ
わ
や
か

に
、
 

さ
く
ら
散
る
な
か
、
若
葉
の
も

え
る
な
か
、
う
ま
い
空
気
を
胸
 

い
っ
ぱ

い
、
宝
の
健
康
つ
く
り

ま
す
。
 

こ
ん
ど
は
み
ん
な
で
参
加
し

た
い
。
父
さ
ん
、
母
さ
ん
、
じ

い
さ
ん
も
、
み
ん
な
で
走
ろ
う

ジ
ョ

ッ
ギ
ン
グ
。
 

（写
真
 
八
幡
宮
境
内
で
）
 

、

D
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ゆ
っ
く
り
で
も
走
ろ
う
 

ョ
嘩
ン

”
市
に

オ
ー
プ

ン
 

）ンコ
 

(
 

〔五所川原市のジョッギングコース〕 

弓雇畿‘ I歌（約扮 
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叫
 

IJ 返し地古 喝 
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一

F
 

?l

I
 

ノ
‘ノ
 

【巾民馴ヒ会館1 

詐

情
帆
胃
所
一
 

飯
詰
、
3
8年
ぶ
り
の
再
会
 

旧
満
州
に
開
拓
団

の
家
族

と
と
も
に
渡
り
、
終
戦
の
混

乱
で
中
国
人
家
庭
に
預
け
ら

れ
た
木
村
忠
義
さ
ん
（
四
一
）
 

ー
中
国
名
・
超
忠
堂

廿
は
、
 

四
月
二
十
七
日
二
男
の
偉
友

さ
ん

（
一
八
）
と
一
緒
に
一

時
帰
国
し
、
市
内
飯
詰
で
大

工
を
し
て
い
る
長
兄
の
孝
さ

ん
（
四
五
）
と
三
十
八
年
ぶ

り
に
再
会
し
ま
し
た
。
 

忠
義
さ
ん
兄
弟
は
、
昭
和

十
五
年
五
月
両
親
に
つ
れ
ら

れ
て
満
州
に
渡
り
、
 一
家
は

間
島
省
揮
春
県
で
開
拓
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
。
 

父
豊
一
さ
ん
は
、
現
地
召

集
を
受
け
て
の
ち
シ
ベ
リ
ア

に
抑
留
、
引
き
揚
げ
後
死
亡

し
て
い
ま
す
。
 

終
戦
に
よ
る
混
乱
と
食
糧

難
か
ら
母
イ
マ
さ
ん
、
長
女

サ
ダ
さ
ん
、
祖
母
ナ
ョ
さ
ん
 

が
相
次

い
で
亡
く
な
り
、
孝

さ
ん
は
、
弟
隆
雄
さ
ん
を
と

も
な
っ
て
引
き
揚
げ
て
き
ま

し
た
が
、
残
る
五
人
の
弟
、
 

妹
は
中
国
人

家
庭
に
預
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
 

四
女
和
子

さ
ん
と
五
女
京

子
さ
ん
は
、
す
で
に
一
時
帰

国
が
実
現
し
孝
さ
ん
と
再
会

し
て
い
ま
す
が
、
三
女
ふ
み

さ
ん
は
現
地
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
二
女
ふ
さ
さ

ん
は
依
然
消
息
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
。
 

五
月
一
日
、
孝
さ
ん
と
市

庁
舎
を
訪
れ
た
忠
義
さ
ん
父

子
は
、
寺
田
市
長
と
握
手
、
 

小
野
稔
さ
ん
の
通
訳
を
と
お

し
て
、
 
「租
国
は
な
つ
か
し

い
。
 一
日
も
早
く
中
日
友
交

条
約
が
実
現
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
 

」
 
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

国
 

帰
 

時
 

一
 子

 
父
 

ん
 

よ
」
 

義
 

忠
 

体
力
の
保
持

・
増
進
を
は
か
る

た
め
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
自
分

の
体
力
に
合
わ

せ
て
走
れ
る
ラ

ン
ニ
ン
グ
施
設
で
、

二
百
1
1ご

と
に
標
示
板
を
設
置
し
て
い
る

の
で
、
走
る
人
の
年
齢
に
応
じ

て
走
行
時
間
を
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
年
齢
と
走
行

距
離
・
時
間

の
比
較
で
体
力
測

定
も
で
き
ま
ょ
。
 

こ
の
日
は
、
午
前
六
時
過
ぎ

か
ら
市
庁
舎
前

の
お
ま
つ
り
広

場
で
、
集
ま
っ
た
参
加
者
に
対

し
て
寺
田
市
長
が
「
県
内
で
唯

一
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
専
用
コ
ー
ス

が
で
き
ま
し
た
。
気
軽
に
こ
の

コ
ー
ス
を
利
用
し
、
健
康
づ
く

り
に
大

い
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
 

と
あ
い
さ

つ
。
参
加
者
全
員
が

ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

あ
と
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

コ
ー
ス
は
、
お
ま
つ
り
広
場

を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
、
岩
木

川
提
防
→
浄
水
場
→
折
り
返
し

地
点
→
八
幡
宮
→
柳
町
→
お
ま

つ
り
広
場
ま
で
の
延
長
三
千
督

で
す
が
、

こ
の
日
は
、
初
日
で

あ
り
多
数
の
幼
児
の
参
加
も
あ

っ
て
千
八
百
H
に
短
縮
し
た
コ
 

ー
ス
を
、
朝
の
す
が
す
が
し
い

空
気
を
胸
い
っ
ぱ

い
に
す
い
な

が
ら
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
完
走
し
、
 

参
加
者
全
員
が
心
地
よ
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
ト
リ
ム
ジ
ョ

ッ
ギ
ン
グ

は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
専
用
コ
ー
 

ス
と
し
て
十
月
ま
で

一
般
に
開

放
い
た
し
ま
す
の
で
、

い
つ
で

も
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

な
お
、
 
「ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
」
 

の
正
し
い
走
り
方
の
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を
差
し
あ
げ
ま
す
の
で
、
 

ご
希
望
の
方
は
市
教
育
委
員
会

保
健
体
育
課

（
●
⑤
二

一
一
一

番

・
内
線
二
四
九
番
）
へ
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
 

,
 

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
と
は
、
 
「そ

っ
と
揺
す
る
」
、
 
「除
々
に
進

む
」
 
と
い
った
意
味
で
、
 
「背

す
じ
を
伸
ば
し
、
よ
く
リ
ラ
ッ
 

東
北
で
三
番
目
、
県
内
で
は
初
め
て
と
い
う
ト
リ
ム
ジ
ョ

ツ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
が
、
四
月
二
十
九
日
オ
ー
プ
ン
し
、
チ
ビ

ッ
子
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
六
百
人
の
市
民
が
参
加
し
て
、
 

走
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。
 

ク
ス
し
て
、
ゆ
っ
く
り
走
る
」
 

こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
ト
リ
ム
ジ

ョ

ッ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、
健
康
・
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募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
募
集
人
員
（
当

市

へ
の
割
当

）
 
一人

ロ
応
募
資
格
 
市

内
に
住
ん
で

い
る
で

＋
歳
以
上
三
十
歳
未
 

満
（
四
月
一
日
現
在
）
枚
断
は
見
る
乏

の
健
康
な
男
女
。
 

ロ
負
担
金
 
三
＋
 
ヘ
ム

五
万
四
千
円
の
う
ち
 
望
“
 

個
人
負
担
は
十
一
万
 
匠
J
 

八
千
円
で
す
。
 

受
 

h縄
諸

刊
火
）
線
 

ロ
申
込
先
 
市

教

響

育
委
員
会

・
社
会
教
味

育
課
（

●
⑤
二
一
 
．
番
 

，
番

・
内
線
二
五

〇

番
）
 へ
 

か
か
 

'
 

市
交
通
安
全
母
の
会

（
小
田

原
ミ
ッ
会
長
）
一
の
五十
三
年
度

総
会
は
、
四
月
ニ
ト
七
日
市
消

防
本
部
に
約
五
十
人
が
出
席
し

て
開
か
れ
、
0

の
つ
く
日
に
街

頭
指
導
を
行
う
な
ど
の
新
し
い

事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。
 

事
業
計

画
で

は
、

ほ
か
に
 

・

王
婦

の
立
場
か

ら
家
庭
内
に

お
け
る
交
通
安
全
思
想
を
高
め

る
た
め
、
毎
日
家
族
だ
ん
ら
ん

の
と
き

・
外
出
の
際

・
車
に
気

を

つ
け
る
よ
う
一
声
運
動
を
行
 

・

フ
。
 

交
通
安
全
運
動
に

つ
い
て
の

研
修
・
講
習

・
映
写
会
な
ど
の

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
交

通
安
全
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
普
及
 

を
図
る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。
 

 
ヒ
 

0のつく日に街頭指導 

市交通安全母の会 

、

唾
 

ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。
 

筆
地
測
量
の
も
と
に
な
り
ま
す

ロ
調
査
地
域
 
の
で
、

調
査
の
際
の
立
ち
合

い
 

左
図
の
と
お
り
で
す
o
 

が
大
切
で
す
。
 

調
査
期
問
 
口

地
籍
調
査
を
す
る
と
 

六
月
一
日
か
ら
十
月
三
十

一
 
従
来

の
土
地
台
帳
や
地
図
が
 

日
ま
で
 

正
し
く
書
き
換
え
ら
れ
、
次
の
 

ロ
現
地
調
査
の
際
 

よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

〇
土
地
の
所
有
者
に
立
ち
合
 
①
境
界
紛

争
が
な
く
な
り
ま
 

す
。
 

立
ち
合
い
に

協

力
を
 

②
土地
の
権
利
 

が
侵
害
さ
れ
る
こ
 

刀
」降
柳
“詳
飛利
ロレ
 

市
で
は
、
五

十
三
年
度
の
地

籍
調
査
を
次
の

二
‘
六
〇
平
方
 

4
ロ
冒
の
範
囲
を

対
象
に
行
い
ま

す
。
 

地
籍
調
査
は
、
 

正
し
い
測
 

量
に
よ
っ
 

て
新
し
い
 

地
図
と
帳
簿
（
 

地
籍
図
と
地
籍

簿
）
を
作
り
、
 

皆
さ
ん
の
土
地

の
正
し
い
位
置

形
・
地
番

・
地

目
・
面
積
を
明
 

県
で
は
、
五
十
三
年
度
の
青

年
海
外
派
遣
を
、
八
月
二
十
六

日
か
ら
十
九
泊
二
十
日
の
日
程

で
ソ
ビ
エ
ト
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
 

ス
イ
ス
な
ど
七
カ
国
を
対
象
に

行
う
こ
と
に
な
り
、
参
加
者
キ
 

春
の
農
繁
期
に
入
り
、
踏
切

を
通
行
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
が
、
例
年
こ
の
時
期
は
、
 

踏
切
事
故
が
多
発
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
 

昨
年
も
五
月
に
農
作
業

に
行

く
途
中
の
耕
運
機
が
列
車
に
衝
 

更
年
期
に
つ
い
て
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
 
「
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
」
を
次
の
 

突
す
る
と
い
う
事
故
が
連
続
し

て
二
件
発
生
し
、
運
転
者
一
人

が
即
死
、
 一
人
が
重
傷
と
い
う

痛
ま
し

い
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
な
踏
切
事
故
を
絶

滅
す
る
た
め
、
踏
切
通
過
の
際
 
 

日
程
で
開
き
ま
す
。
 

今
回
の
テ
ー

マ
は
、
 
「更
年

期
に
つ
い
て
」
で
す
。
 

ロ
と
き
 
五
月
二
十
六
日
（
 

金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
・
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

に
は
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。
 

ロ
確
実
に

い
っ
た
ん
停
止
を

行
い
、
左
右
を
確
認
し
て
安
全

通
行
を
す
る
こ
と
 

ロ
な
る
べ
く
警
報
機
や
し
や

断
機
の
設
備
さ
れ
た
踏
切
を
利

用
十
る
？
」と
 

い
の
日
時
を
通
知
し
ま
す
の
で
、
 

調
査
の
際
は
必
ず
立
ち
合
っ

て

下
さ
い
。
 

〇
隣
地
の
所
有
者
立
ち
合

い

の
も
と
に
筆
界
標
示
杭
を
打
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
現
地
調
査
後
の
一
 

と
も
な
く
な
り
ま
す
。
 

③
農
業
経
営
の
合
理
化
に
役
 

立
ち
ま
す
。
 

④
課
税
負
担
の
不
均
衝
が
な
 

く
な
り
ま
す
。
 

踏
切
の
通
行
は
い
っ

た
ん
停
止
を
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国
民
金
融

公
庫
 

か
ら

お

願
い
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
事
務

処
理
の
迅
速
・
正
確
を
期
す
る

た
め
総
合
ォ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
六
月
九
日
か
ら

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
資
金
の
貸
出
し

等
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
移
行
準
備

な
ど
の
た
め
五
月
二
十
二
日
か

ら
六
月
八
日
ま
で
の
間
貸
出
し

が
保
留
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
期

間
に
資
金
の
必
要
な
方
は
、
早

目
に
手
配
し
て
下
さ
い
。
 

蒸
気
ポ
ン
プ

も
姿

み
せ
 

消
防
団
・
定
期
観
閲
式
 

新
行

政
連

絡
員
決

ま
る
 

市
消
防
団

（
鶴
谷
初
太
郎
団

長
）
の
定
期
観
閲
式
は
、
五
月

八
日
団
員
約
七
百
九
十
人
、
消

防
車

・
小
型
動
力
ポ
シ
プ
七
十

台
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
消
防

活
動
態
勢
の
再
確
認
を
し
ま
し

た
。
 

平
和
町
体
育
館
通
り
に
集
合

し
た
十
大
隊
は
、
元
町
十
字
路

角
で
寺
田
市
長
の
観
閲
を
受
け
、
 

機
械
・
器
具
の
点
検
報
告
を
し

た
あ
と
、
午
前
九
時
二
十
分
、
 

花
火
の
合
図
で
元
町
、
柳
町
、
 

岩
木
町
通
り
を
北
斗
グ
ラ
ウ
ン

ド
ま
で
分
列
行
進
を
し
ま
し
た
。
 

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
全
 
 

員
整
列
し
た
あ
と
、
殉
職
団
員

に
対
し
黙
と
う
し
、
勇
壮
な
マ

ト
イ
振
り
や
放
水
演
習
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
操
法
を
披
露
し

ま
し
た
。
 

ま
た
、
表
彰
式
で
は
、
原
「
一

郎
さ
ん
ら
三
十
二
人
に
日
本
消

防
協
会
長
か
ら
の
勤
続
章
を
伝

達
し
た
ほ
か
、
合
わ
せ
て
百
八

十
九
の
分
団

・
個
人
に
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

観
閲
式
に
は
、
大
正
二
年
に

制
作
さ
れ
た
名
物
の
蒸
気
消
防

ポ
ン
プ
も
馬
に
ひ
か
れ
て
姿
を

み
せ
、
黒
い
煙
を
吐
い
て
力
強

く
放
水
し
て
い
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
三
年
度
、
市
行
政

連
絡
員
の
委
嘱
状
交
付
式
は
、
 

四
月
二
十
四
日
市
民
文
化
会
館

に
約
百
二
十
人
が
出
席
し
て
行

わ
れ
、
寺
田
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
、
地
区
の
代
表
者
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
 

新
し
い
行
政
連
絡
員
は
百
五

十
四
人
で
次
の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
五
所
川
原
地
区

（3
8人
）
 

◇
錦
町
 
木
村
久
造
◇
幾
島

町
 
江
良
善
五
郎
◇
柏
原
町

高
松
三
雄
◇
上
平
井
町
 
気
田

勝
治
◇
平
井
町
 
津
川
武
雄
◇

中
平
井
町
 
川
村
貞
次
郎
◇
下

平
井
町
 
幡
野
善
保
、
千
葉
清

三
◇
さ
つ
き
町
 
伊
藤
正
彦
◇
 

敷
島
町
 
小
 

山
友
一
◇
東
 

雲
町
 
木
村
 

一
雄
◇
旭
町
 
斎
藤
隆
◇
大
町

石
井
柾
次
郎
 
◇
寺
町
岩
木
町

福
士
孝
一
 
◇
末
広
新
宮
町

松
本
一
雄
◇
末
広
町
 
小
野
清

茂
◇
布
屋
町
 
黒
滝
嘉

一
郎
◇

本
町
 
葛
西
専
造
◇
東
町
 
中

村
孫
六
◇
弥
生
町
 
沢
田
誠
三

◇
鎌
谷
町
 
藤
森
正
夫
、
横
村

芳
夫
◇
川
端
町
 
山
田
四
ッ
男

◇
第
一
柳
町
 
対
馬
左
郁
夫
◇

第
二
柳
町
 
葛
西
富
蔵
◇
成
田

町
 
金
沢
定
雄
◇
元
町
 
蒔
田

一
二
三
◇
新
町
 
唐
牛
行
雄
◇

田
町
 
鹿
内
雄
蔵
◇
栄
町
 
福

士
周
蔵
◇
田
園
調
布
 
尾
崎
武

三
◇
十
川
町
 
前
田
貢
◇
平
和

町
 
野
呂
甚
助
、
笠
井
長
三
郎
 
 

◇
雛
田
 
平
山
昭
三
◇
小
曲

三
浦
行
一
◇
沼
田
町
 
古
川

ミ
ッ
ェ
◇
八
重
菊
 
葛
西
清
作

ロ
湊
団
地

（2
人
）
 

◇
第

一
千
鳥
町
 
小
田
桐
岩
男

◇
千
鳥
町
 
加
藤
忠
吉
 

ロ
松
島
団
地

（8
人
）
 

◇
一
丁
目
 
藤
田
善
太
郎
◇

二
丁
目
 
長
尾
与
広
◇
三
丁
目

沢
村
繁
◇
四
丁
目
 
葛
西
勇
三

郎
◇
五
丁
目
 
成
田
重
三
◇
六

丁
目
 
白
川
久
夫
◇
七
丁
目

松
川
千
代
男
◇
八
丁
目
 
葛
西

一
次
 

ロ
新
宮
団
地
（
4
人
）
 

◇
市
営
住
宅
 
林
一
夫
◇
県

営
住
宅
 
鰐
田
恵
美
子
◇
第
一

町
内
会
 
松
本
政
喜
◇
第
二
町
 

佐
々
木
嘉
四
太
郎
◇
水
野
尾

清
野
謙
六
、
太
田
秀
二
郎
◇

漆
川
 
吉
村
嘉
右
工
門
◇
太
刀

打
 
新
谷
良
一
、
荒
関
栄
、
山

形
豊
太
郎
◇

一
野
坪
 
対馬
佐

三
雄
、
島
谷
寅
之
助
、
山
口
平

内
◇
馬
性
 
伊
藤
善
吉
◇
金
山

平
山
茂
雄
、
渋
谷
武
則
、
村

田
富
造
、
対
馬
昌

一
◇
米
田
 

対
馬
国
雄
◇
二
本
柳
 
千
田
正

五
郎
 

ロ
長
橋
地
区
（
1
2人
）
 

◇
浅
井
 
笹
森
豊
弘
◇
福
山
 

石
岡
勇
吉
、
今
悦
郎
◇
杉
派

立
 
石
岡
善
蔵
◇
野
里
 
須
藤

銀
蔵
◇
神
山
 
成
田
勇
蔵
◇
松

野
木
 
仙
庭
好
美
◇
福
岡
 
中

川
定
雄
◇
若
山
 
高
谷
栄

一
◇

石
田
坂
 
斎
藤
仁
郎
◇
戸
沢

仙
庭
文
男
◇
豊
成
 
工
藤
順
三

ロ
梅
沢
地
区

（5
人
）
 

◇
梅
田
 
成
田
友
則
、
木
村

昭
彦
、
佐
藤
勇
吉
◇
中
泉
 
佐

々
木
善
吉
、
松
山
喜
代
太
郎

ロ
三
好
地
区

（9
人
）
 

◇
鶴
ケ
岡
 
小
野
善
直
、
開

米
喜
代
志
、
開
米
兼
男
◇
藻
川

一
戸
浅
雄
、
 一
戸
健
蔵
、
 一

戸
武
雄
、
川
浪
善
久
◇
高
瀬

成
田
充
蔵
◇
福
井
 
小
笠
原
清

衛
 

ロ
飯
詰
地
区
 

(
1
4人
）
 

大
正
町
 
木
村
末
四
郎
◇
大
日

町
山
口

昭
造
◇
南
下
中
下

岩

田
柾
吉
◇
長
坂
 
太
田
藤
一
郎

◇
曙
町
 
和
田
米
八
◇
興
隆
朝

日
 
太
田
兼
雄
◇
下
岩
崎
 
其

田
み
よ
の
◇
五
本
松
北
下
 
三

上
兼
松
◇
下
村
 
中
谷
一
郎
 

ロ
七
和
地
区

（1
0人
）
 

◇
高
野
 
堀
内
謙
司
、
斎
藤

亥
之
、
福
士
信
悦
◇
前
田
野
目

斎
藤
勇
、
斎
藤
勇
造
◇
持
子

沢
 
山
内
清
三
郎
◇
羽
野
木
沢

阿
部
義
爾
◇
原
子
 
阿
部
俊
 
 

悦
、
伊
藤
勇
◇
俵
元
 
伊
藤
武
 

雄
 ロ

中
川
地
区

（9
人
）
 

◇
川
山
 
秋
田
平
内
、
藤
森

竹
松
、
松
沢
栄
◇
沖
飯
詰
 
秋

田
嘉
太
郎
◇
桜
田
 
笠
井
敏
江

◇
中
泊
 
笠
井
政
道
◇
種
井

奈
良
岡
賢

一
◇
田
川
 
平
山
清

一
◇
新宮
 
原
定
五
郎
 

ロ
毘
沙
門
地
区

（8
人
）
 

◇
毘
沙
門
 
沢
田
嘉
四
太
郎
、
 

太
田
藤
太
郎
、
北
川
柾
昭
、
山

口
栄
太
郎
、
山
口
吉
太
郎
◇
長

富
 
増
田
光
信
、
猿
賀
金
蔵
、
 

木
村
千
代
作
 

ロ
栄
地
区
（
1
6人
）
 

◇
湊
 
平
山
弥
助
、
平
山
千

代
吉
◇
姥
落
 
藤
田
盛
栄
◇
猫

測
 
藤
田
忠
造
◇
三
ッ
谷
 
石

沢
豊
太
郎
◇
稲
実
 
山
内
惣
馬

太
郎
、
加
藤
藤
男
◇
広
田
 
山

田
新
太
郎
、
毛
内
喜
代
三
◇
七

ッ
館
 
葛
西
要
五
郎
、
蝦
名
誠

一
◇
み
ど
り
町
一
丁
目
 
坂
本

弘
◇
同
二

・
三
丁
目
 
西
村
達

志
◇
同
四
丁
目
 
成
田
喜
代
次

郎
◇
同
五
丁
目
 
蝦
名
馨
◇
同

七
丁
目
 
須
崎
正
弘
 （

敬
称略
）
 

老
人
ホ
ー
ム
に

テ
レ
ビ

贈
る
 

市
内
中
平
井
町
の
古
川
勇
造

さ
ん
は
、
四
月
十
日
養
護
老
人

ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
」
 
にカ
ー
フ
 

ー
テ
レ
ビ
ー
台
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
 

よ
ろ
し

く
お

願
い
し

ま
す
 

◇
坂
ノ
上
南

内
会
 
原
田
ヒ
ロ
 

新
 
平
山
政
雄
◇
北
新
中
町
 

ロ
松
島
地
区

（1
9人
）
 

木
村
勉
◇
新
町
大
町
 
今
広
勝

◇
吹
畑
 
毛
内
千
代
太
郎
◇
 

◇
伝
助
町
下
町
 
横
山
柾
吉
◇

唐
笠
柳
 
高
橋
一
二
郎
◇
石
岡
 
上
町

寺
町
 
中
谷
庄
左
工
門
◇
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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